
解 答
宗 問１ ウ 問２ 図① 問３ 西 い 北 あ

問４ こ 問５ イ 問６ ウ

就 問１ カ 問２ イ 問３ キ 問４ エ

問５ 水素 問６ カ

問７ ろ過して分けた液をなめた点。

州 問１ 唄 イ 欝 イ 蔚 エ

問２ （Ａ－Ｃ）よりも（Ｂ×Ｄ）がとても大きい。

問３ ウ 問４ イ 問５ エ

修 問１ ア 問２ ２ イ ３ エ 問３ 比例

問４ 直列 問５ ６ ウ ７ イ

問６ 光電池１つから出る電流の強さ

解 説
宗 問４ オリオン座は冬の星座なので，北極星をはさんで夏の大三

ざ

角の反対側のこの位置に描かれています。
えが

問６ 北緯35度・東経135度の地点は，北緯35度・東経140度の地
ほく い とうけい

点の真西にあります。そのため，星の出・入りの時刻は東経140
じ こく

度の地点よりも遅くなるため，窓の位置を右（反時計回り）に
おそ まど

ずらせばよいことになります。

就 問３ 無 色 透明で角ばった粉末は，〔作業１〕・〔作業２〕のどち
む しょくとうめい

らでも溶けていないことから，水にも塩酸にも溶けないガラス
と えんさん

だと考えられます。

問４～６ 〔作業３〕で，うすい水酸化ナトリウム水溶液を加えたと
すいようえき

き泡を出して溶けたのはアルミニウムで，この泡は水素です。〔作業３〕で残った銀色の粉末は，うすい水酸化
あわ

ナトリウム水溶液に溶けず，磁 石 に引き寄せられたことから，鉄だとわかります。
じ しゃく よ

州 問１ ご飯の栄養は，口や小腸で消化され，小腸の 柔 毛（ 柔 突起）から多くの水とともに体内に 吸 収 されます。
じゅうもう じゅうとっ き きゅうしゅう

問２ 吸収された養分が血液に変えられ，体の各部で使われてなくなると考えられていたことから，一日あたりに

心臓から送り出される血液量（Ｂ×Ｄ）は，一日に食べる物の重さと捨てられる「ふん」や「にょう」の重さの
しんぞう す

差（Ａ－Ｃ）と等しくなると考えられていたことになります。しかし実際は，一日に体をめぐる血液量の方が多
じっさい

いので，「（Ａ－Ｃ）よりも（Ｂ×Ｄ）の方がとても大きくなる」ことを示せばよいことになります。

問４ 〔説１〕が正しいとすると，デンプン液に水を加えて90℃にし，温度を25℃に下げたものにヨウ素液を加え

るとうすい茶色になるので，この操作で青 紫 色になれば，〔説１〕が正しくないことを示せます。
そう さ あおむらさきいろ

問５ 〔説２〕が正しいとすると，90℃において，ヨウ素液はデンプンの有無を調べることができないことになり
う む

ます。デンプン液にだ液を加えて90℃に保ったあと，温度を下げたものにヨウ素液を加えて青紫色になれば，デ
たも

ンプンが別の物質に変化していないことがわかり，〔説３〕が正しいことを示せます。

修 問２・３ Ｂ・Ｃどちらもスイッチを閉じた直後に豆電球１つに流れる電流の強さはＡとほぼ同じなので，電流の

強さはＢのコンデンサーがＡの約２倍で，Ｃのコンデンサー１つがＡの約半分です。Ｂの豆電球１つに流れる電

流の強さの10秒間の減 少 量はＡの約２倍で，ＣはＡの約半分になっています。つまり，電流の強さの減少量と，
げんしょう

スイッチを閉じた直後にコンデンサー１つに流れる電流の強さは比例していることがわかります。
ひ れい

問５ 表２から，豆電球１つに光電池１つをつないだときと，光電池２つを直列につないだときとでは，豆電球１

つに流れる電流の強さはほぼ同じであることがわかります。一方，豆電球１つに光電池２つを並列につないだと

きは，約２倍（114÷59＝1.9…）となっていることがわかります。

問６ 表２から，豆電球１つに光電池１つをつないだときに豆電球１つに流れる電流は59mAで，豆電球２つを直列

つなぎにして光電池１つにつないだときは58mAです。豆電球２つを並列つなぎにして光電池１つとつなぐと，豆

電球１つに流れる電流が31mAになったことから，このとき光電池を流れる電流は62mA（31×２)となります。こ

れより，豆電球を直列や並列につないでも，光電池１つに流れる電流の強さはほぼ変わらないことがわかります。

また，問５から，光電池を直列や並列につないでも，光電池１つに流れる電流の強さはほぼ同じであることがわ

かっています。つまり，豆電球や光電池を直列や並列につないでも，光電池１つから流れる電流の強さは変わら

ないことになります。
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